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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第27期

第２四半期累計期間
第28期

第２四半期累計期間
第27期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高 (千円) 4,653,452 4,834,341 9,463,741

経常利益 (千円) 573,068 703,351 1,140,684

四半期(当期)純利益 (千円) 367,817 396,269 674,341

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 837,440 837,440 837,440

発行済株式総数 (株) 1,206,000 1,206,000 1,206,000

純資産額 (千円) 3,978,961 4,676,242 4,285,497

総資産額 (千円) 10,098,694 11,546,821 10,562,539

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 333.12 358.89 610.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 39.40 40.49 40.57

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 141,585 310,829 329,828

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △57,708 △559,933 △113,913

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 245,321 526,880 310,322

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 803,757 1,278,649 1,000,920
 

 

回次
第27期

第２四半期会計期間
第28期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日

自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 184.31 130.37
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が事業を停止しているため記載しており

ません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は発生しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間のわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和策による企業収益の改善や個人消

費に持ち直しの動きがみられるなど、景気は緩やかながら回復を続けております。しかしながら、消費

税率引き上げに伴う駆け込み需要とその反動の消費マインド減退懸念に加え、新興国経済の成長鈍化と

いった海外経済の下振れの懸念もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社が属するまんが、アニメ関連業界においては、わが国からの旺盛なコンテンツ発信意欲に加え、

スマートフォンやタブレット端末の普及による映像配信サービスの充実、アプリ市場の成長を牽引に新

たな進化を続けるメディアを通じた市場の拡大傾向は維持されるなど、業況の堅調な推移がみられま

す。

　また古物取扱業界におきましても、単なる生活防衛意識による需要から、古くて良いもの、長く使い

続けるものを求める消費者ニーズの多様化に支持され、景気動向の影響を受けにくい業界として、市場

並びに業況の拡大が続いております。　

このような経済環境にあって、当社はこれまでの方針を継続し、積極的な営業活動を展開するととも

に、経営の効率化と経営基盤の強化安定に努めてまいりました。　　

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は4,834百万円（前年同四半期比3.8％増）、営業利益は

717百万円（前年同四半期比18.9％増）、経常利益は703百万円（前年同四半期比22.7％増）、四半期純

利益は396百万円（前年同四半期比7.7％増）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末と比較して984百万円増加し11,546百万円と

なりました。これは、主に現金及び預金とたな卸資産の増加によるものであります。

負債につきましては、6,870百万円（前事業年度は6,277百万円）となりました。これは、主に長期借

入金を実行したことによるものであります。

EDINET提出書類

株式会社まんだらけ(E03347)

四半期報告書

 4/19



　

純資産につきましては、利益剰余金390百万円の増加により、4,676百万円（前事業年度は4,285百万

円）となりました。

 
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比

べ277百万円増加し、1,278百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の増加は、310百万円（前年同期は141百万円

の収入）となりました。これは主に税引前四半期純利益661百万円が、たな卸資産の増加200百万円

その他を上回ったことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は、559百万円（前年同期は57百万円の

支出）となりました。これは主に佐原倉庫における倉庫建物建替工事等の有形固定資産取得に係る

支出が544百万円あったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は、526百万円（前年同期は245百万円

の収入）となりました。これは主に長期借入れによる収入1,000百万円が、長期借入金の返済による

支出420百万円及び社債の償還による支出45百万円を上回ることによるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,438,000

計 3,438,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,206,000 1,206,000
東京証券取引所
マザーズ市場

単元株式数は
100株であります。

計 1,206,000 1,206,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年１月１日～
平成26年３月31日

― 1,206,000 ― 837,440 ― 1,117,380
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

古川益蔵 東京都中野区 384 31.89

吉岡裕之 大阪府東大阪市 54 4.51

増田利光 静岡県焼津市 49 4.07

古川清美 東京都三鷹市 48 3.98

日本証券金融株式会社　　　　
取締役社長　小林英三

東京都中央区日本橋茅場町１―２―10 36 2.98

日本トラスティ・サービス　　
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託
口）　　　取締役社長　奥野博
章

東京都中央区晴海１―８―11 30 2.48

まんだらけ従業員持株会 東京都中野区中野５―52―15 22 1.83

ビービーエイチ　フイデリテ
イ　ピユーリタン　フイデリテ
イ　シリーズ　イントリンシツ
ク　オポチユニテイズ　フアン
ド　　　　常任代理人　株式会
社三菱東京UFJ銀行

東京都千代田区丸の内２－７－１
（常任代理人　決済事業部）

19 1.62

塩川万造 大阪府大阪市北区 18 1.55

西田貴美 東京都渋谷区 18 1.49

計 ― 680 56.44
 

(注) 上記のほか、自己株式が101千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合8.44％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　101,800
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,103,400 11,034 ―

単元未満株式 普通株式　　　800 ― ―

発行済株式総数 1,206,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,034 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社まんだらけ

東京都中野区中野5-52-15 101,800 ― 101,800 8.44

計 ― 101,800 ― 101,800 8.44
 

（注）当第２四半期会計期間末日現在における当社所有の自己株式は101,873株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年１月１日か

ら平成26年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年10月１日から平成26年３月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、公認会計士目黒進二朗及び公認会計士吉竹恒詞により四半期レビューを受けて

おります。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、関連会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤ら

せない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、当社の関連会社は事業を停止しており、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準に

よる割合はすべて0.0％に該当しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,000,920 1,278,649

受取手形及び売掛金 197,750 225,349

商品及び製品 4,995,132 5,191,767

仕掛品 1,998 1,455

原材料及び貯蔵品 17,298 21,282

前払費用 82,099 89,370

繰延税金資産 193,903 172,571

未収入金 24,995 34,830

その他 16,459 15,468

流動資産合計 6,530,556 7,030,745

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,796,818 2,763,621

減価償却累計額 △1,493,587 △1,502,785

建物及び構築物（純額） 1,303,231 1,260,835

土地 2,186,623 2,186,623

その他 620,146 619,578

減価償却累計額 △552,061 △558,866

その他（純額） 68,085 60,711

建設仮勘定 － 500,000

有形固定資産合計 3,557,940 4,008,170

無形固定資産 12,751 19,948

投資その他の資産

投資有価証券 622 618

出資金 800 800

長期貸付金 16,525 16,350

長期前払費用 40,360 38,453

繰延税金資産 123,654 148,231

差入保証金 295,852 299,852

貸倒引当金 △16,525 △16,350

投資その他の資産合計 461,291 487,956

固定資産合計 4,031,982 4,516,076

資産合計 10,562,539 11,546,821
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,521 29,613

1年内返済予定の長期借入金 832,980 1,011,780

1年内償還予定の社債 91,000 91,000

リース債務 3,023 2,095

未払金 90,605 109,835

未払費用 51,927 65,859

未払法人税等 318,062 287,386

前受金 11,294 9,966

預り金 50,577 68,265

賞与引当金 59,520 43,899

流動負債合計 1,538,513 1,719,701

固定負債

社債 1,363,000 1,317,500

長期借入金 3,034,091 3,434,801

リース債務 679 －

退職給付引当金 287,636 345,215

資産除去債務 53,122 53,360

固定負債合計 4,738,528 5,150,877

負債合計 6,277,042 6,870,578

純資産の部

株主資本

資本金 837,440 837,440

資本剰余金

資本準備金 1,117,380 1,117,380

資本剰余金合計 1,117,380 1,117,380

利益剰余金

利益準備金 3,000 3,000

その他利益剰余金

特別償却準備金 333 333

別途積立金 918,000 1,118,000

繰越利益剰余金 1,542,077 1,732,826

利益剰余金合計 2,463,410 2,854,159

自己株式 △132,879 △132,879

株主資本合計 4,285,351 4,676,100

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 145 142

評価・換算差額等合計 145 142

純資産合計 4,285,497 4,676,242

負債純資産合計 10,562,539 11,546,821
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 4,653,452 4,834,341

売上原価 2,256,004 2,318,603

売上総利益 2,397,448 2,515,737

販売費及び一般管理費
※ 1,794,275 ※ 1,798,394

営業利益 603,172 717,343

営業外収益

受取利息 43 96

受取手数料 12,342 28,180

貸倒引当金戻入額 150 175

その他 13,801 5,991

営業外収益合計 26,336 34,443

営業外費用

支払利息 39,069 30,626

社債利息 12,518 12,829

その他 4,852 4,978

営業外費用合計 56,441 48,434

経常利益 573,068 703,351

特別損失

有形固定資産除却損 － 41,785

特別損失合計 － 41,785

税引前四半期純利益 573,068 661,566

法人税、住民税及び事業税 217,363 268,539

法人税等調整額 △12,112 △3,242

法人税等合計 205,250 265,296

四半期純利益 367,817 396,269
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 573,068 661,566

減価償却費 91,446 58,008

貸倒引当金の増減額（△は減少） △150 △175

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,103 △15,620

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,457 57,579

受取利息及び受取配当金 △43 △96

支払利息 51,588 43,456

為替差損益（△は益） 17 47

有形固定資産除却損 － 41,785

売上債権の増減額（△は増加） △32,898 △27,599

たな卸資産の増減額（△は増加） △268,141 △200,076

仕入債務の増減額（△は減少） △1,470 91

その他 △48,184 29,352

小計 396,792 648,318

利息及び配当金の受取額 43 96

利息の支払額 △52,750 △42,171

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △202,499 △295,414

営業活動によるキャッシュ・フロー 141,585 310,829

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △66,456 △544,433

無形固定資産の取得による支出 － △11,500

敷金の差入による支出 △560 △4,000

敷金の回収による収入 9,308 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,708 △559,933

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △200,000

長期借入れによる収入 800,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △402,050 △420,490

社債の償還による支出 △145,500 △45,500

リース債務の返済による支出 △1,607 △1,607

配当金の支払額 △5,520 △5,521

財務活動によるキャッシュ・フロー 245,321 526,880

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17 △47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 329,181 277,729

現金及び現金同等物の期首残高 474,576 1,000,920

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 803,757 ※ 1,278,649
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

 (千円) (千円)

給料手当 606,883 606,671

退職給付費用 16,580 58,223

地代家賃 254,688 258,025

賞与引当金繰入額 65,257 51,456
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

 (千円) (千円)

現金及び預金勘定 803,757 1,278,649

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 803,757 1,278,649
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年10月1日 至 平成25年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日
定時株主総会

普通株式 5,520 5.00 平成24年９月30日 平成24年12月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 
当第２四半期累計期間(自 平成25年10月1日 至 平成26年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日
定時株主総会

普通株式 5,520 5.00 平成25年９月30日 平成25年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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(金融商品関係)

前事業年度の末日と比較して著しい変動が無いため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。　

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

 
(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

当社は、中古品販売を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 333円12銭 358円89銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 367,817 396,269

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 367,817 396,269

 普通株式の期中平均株式数(株) 1,104,127 1,104,127
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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目黒公認会計士事務所

公認会計士   目   黒   進 二 朗   印

吉竹恒詞公認会計士事務所

公認会計士   吉   竹   恒   詞   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成26年５月15日

株式会社まんだらけ

取締役会 御中

 

　

 

 

 

　

 

 
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社まんだらけの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第28期事業年度の第２四半期会計期間(平成

26年１月１日から平成26年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年10月１日から平成26年３月31日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する

結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社まんだらけの平成26年３月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
 

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社　(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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